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「修復的司法とデート・レイプを論じる：映画
『ゆるせない、逢いたい』の監督、主演俳優、
プロデューサーを招いての特別講義を通して」
平　山　真　理
はじめに
　デート・レイプとはどのような問題を指すのか。この問題について社会
的認知度は近年かなり高まっていると言えよう。デート・レイプとは、恋
人や友人などの、親しい間柄で起きる強姦事件のことである。「レイプ神
話」と呼ばれるように、強姦をはじめとする性犯罪にはさまざまな神話　
ここでいう神話とは、実体は全く異なるのに、人々の間で広く信じられて
いることを指す　が存在する。例えば、性犯罪は面識のない関係の中で起
きる、と少なくない人がそう考えているであろうことはここに含まれるで
あろう。多くの性被害が「親しい間柄」の関係で起きていることは被害者
支援の専門家の間ではよく知られた事実である。そしてこのデート・レイ
プはさまざまな形で被害者を苦しめる。“なぜ彼が”という思いに被害者
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は苦悩するであろう。また、周りの人々も“恋人同士ならば大きな問題で
はないのではないか”と考えるかもしれないし、そのことは被害者をして
いっそう声を上げにくくしてしまっていると言える。
　一方、修復的司法とは、被害者と加害者、またこの両者の家族や友人、
そして地域社会の代表者等、その犯罪によって影響を受けた人々が一堂に
会し、犯罪の事後問題の解決策について話し合う手法である。伝統的な刑
事司法制度による対応とは違い、被害者が要望を述べる機会が多く提供さ
れるし、加害者も被害者と対面することで責任をより自覚的にとらえるこ
とができる、と言える１）。わが国では修復的司法はその理念は刑事司法制
度の様々な段階で活用されているが、修復的司法そのものが独立して公的
な制度として機能しているわけではない。一方、ニュージーランドやオー
ストラリアでは少年事件については、一部の重大な事件を除いては、通常
の少年審判ではなく修復的司法の手法を用いた被害者加害者対話で対応が
行われている２）。
　ところで、実は性犯罪と修復的司法は相性が悪い。修復的司法は被害者
と加害者の双方が対面に同意すれば、どのような事件にでもかなり柔軟に
対応できるオールラウンドさが特徴の一つではある。しかし修復的司法を
活発に行っている国においても、性犯罪は対象外としているプログラムが
多い３）。これは、性犯罪においてはとくに被害者がその心に大きなダメー
ジを受け、加害者に対し強い恐怖感や嫌悪感を持つことが想像に難くない
ことを考えると、加害者と会って話をするということに無理があると多く
の場合考えられているためであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　
１）平山真理「修復的司法」越智啓太等編『法と心理学の事典 　 犯罪・裁判・矯
正』（朝倉書店2011）510−513頁。
２）前野育三「被害者問題と修復的司法 　 ニュージーランドのFamily Group 
Conferenceを中心に」『犯罪と非行』123号（2000）6−25頁。
３）修復的司法のアプローチを性犯罪者の社会的処遇に活用しているカナダの「支
援と責任のサークル（Circle of Support and Accountability）」について検討し
たものとして、平山真理「性犯罪と修復的司法」細井洋子・西村春夫・高橋則
夫編『修復的司法の今日・明日：後期モダニティにおける新しい人間観の可能
性』（成文堂2010）69−87頁。
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　しかし、このチャレンジングなテーマにある一本の映画が挑んだ。「ゆ
るせない、逢いたい」（2013年公開）である。以下に簡単にこの映画の「あ
らすじ」を説明する。
　「高校生の木下はつ実（吉倉あおい）は、弁護士の母（朝加真由美）と
共に引っ越してきた新しい街で、古紙回収のため家の近所を回っていた野
口隆太郎（柳楽優弥）と知り合い、恋に落ちる。だが誤解によるすれ違い
が続き、ある日隆太郎ははつ実を襲ってしまう（デートレイプ）。やがて
事件は明るみになり、加害者と被害者の関係となった二人は、互いに連絡
をとることも会うことも許されない。はつ実は、「ゆるせない」絶対的な
気持ちと、ほんのわずかに残っている「逢いたい」気持ちの間で揺れ動く。
隆太郎に会ってなぜあんなことを自分にしたか、いま彼は何を考えている
のか知りたい、と思ったはつ実は、隆太郎の付添人（弁護士）らに勧めら
れた修復的司法（被害者加害者対話プログラム）に参加することに決意す
る…」（以上あらすじ）
　ところで、筆者の担当する専門ゼミナールⅠ、Ⅱにおいては、刑事司法
制度が抱える様々な課題についてゼミ生らと学んでいる。多くの学生が関
心を持つのは、被害者支援のあり方、また加害者の更生についてである。
ゼミ生とこの映画「ゆるせない、逢いたい」を鑑賞し、意見交換を行った
が、学生らからこの映画を制作した人々と意見交換をしたいという要望が
出た。そこで、2015年11月9日、白鷗大学東キャンパス201教室において、
この映画の上映会と監督の金井純一氏、主演俳優の吉倉あおい氏、プロ
デューサーの加藤伸崇氏と学生らのディスカッションを行った。以下は当
日のトークセッションを講演録としてまとめたものである。なお、質問事
項についてはゼミ生らが事前に準備した。これらの質問については頁末に
掲載する。
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以下、講演録
学生A　「この映画はデート・レイプがテーマになっています。デート・
レイプというのは普段なじみのない言葉です。映画を観た僕自身の感想と
しては、最初はせっかく両思いだった２人の間にこのようなことが起きて
しまって、少年審判も行われる…とても悲しいなと思いました。では、こ
れからトークセッションに入りたいと思います。みなさん、改めて今日の
ゲストの３人を拍手で迎えて下さい」
一同拍手
学生B　「どうぞ、座ってください。本日は、お忙しい中お越しいただき、
ありがとうございました。では早速質問に入らせていただきます。まず、
質問の①ですが、この映画のタイトル、『ゆるせない、逢いたい』は、なぜ“会
いたい”ではなく『逢いたい』なのか、またなぜ『ゆるせない』は平仮名
なのか、こちらのほうを教えてください。お願いします」
金井純一監督（以下、金井）　「（映画を）観て頂きありがとうございました。
上映の後のこの空気感というのは毎回こうソワソワするんですけど、質問
の①に関しては、最初の『逢いたい』っていう漢字の違いはこの画数が多
い、このタイトルのほうの『逢いたい』のほうが特別な意味を少し持って
いて、普通の会いたいという漢字よりも割と特徴的な、印象的な対面とい
うか、あうっていうときに使われるっていうのもあって、こっちの漢字に
しました。調べたところ、１人と１人がそれぞれあいに行くっていう意味
では、こっちの後半の難しい、タイトルのほうの『逢いたい』っていうの
を使うっていうことで、こっちの『逢いたい』を採用して、『ゆるせない』
を平仮名にしたのは、確か漢字にしてしまうと結構固いイメージがあって、
この映画はテーマはそういう被害者加害者対話というのを扱ってはいるん
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ですけども、いろんな人に見ていただいて、いろんな感想をいただけたら
というところから、窓口を広げるという意味で、柔らかい印象の『ゆるせ
ない』、平仮名としたと思います」
 
写真１　映画監督の金井純一氏
学生C　「ありがとうございます。では次の質問に移らせていただきます。
監督のほうから出演者のかたがたに対して、実演する際、どのように演技
してほしかった等、何か言ったことはありますか」
金井　「吉倉さんには確か、はつ実という役を裏切らないでほしいみたい
なこと言いましたっけ？　言ってない？ちょっと３年前ぐらいなので…」
吉倉あおい氏（以下、吉倉）　「そうですね」
金井　「吉倉さんはこの映画がほぼ初めての芝居だったので、柳楽くん、
隆太郎役の柳楽くんのほうは、賞とかも取っている（筆者注１）、若いけ
ど経験豊富な俳優だったので、吉倉さんをすごい良い意味で追い込むとい
うか、吉倉さんの芝居を引き立たせるために柳楽くんと一緒に演技プラン
を考えた、話したことは覚えているんですけど。吉倉さんには『そのまま
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でいい』とかは言ったっけ？」
吉倉　「そうですね。」
金井　「何言われたか思い出せる？」
吉倉　「さっきご挨拶したときよりも人が増えてるので、あらためまして、
はつ実役を演じました、吉倉あおいです。監督に指示頂いたことは、あん
まり正直なかったと思います。はつ実をやる前に、いろいろ２人で話し合
いみたいな感じでしたんですけど、こうしてほしいとか、そういう細かい
ことは何一つ指示はなかったんですけど、映画の中で初めてはつ実が感情
を表す、携帯を壊すシーンがあったと思うんですけど、そのシーンの撮影
の時に全然気持ちが入らず、私が今まで準備してきたことは何だったんだ
ろうなあっていうムシャクシャした気持ちになって、そのときに、監督が
言ってくれた一言を、忘れちゃったんですけど、それがものすごい自分の
心に響きました。そこから映画は順番に撮っていったんですけど、物語と
同じように撮影を進めていて、なのでちょうどあそこではつ実として本格
的にスイッチが入った言葉をかけてもらったんですが、それが何だったか
忘れちゃいました。だって4年前なので。4年ぐらい前になるので、許し
て下さい」
金井　「あと、質問には難しかったシーン（を教えてほしい）って書いて
ある」
吉倉　「難しかったシーン…特に難しかったシーンは、特に全体的にすご
い難しい役だったので、これがすごい一番難しかったって思うところは、
最後の対話のシーンのときに、実は２時間ほど、これくらいの広い部屋で
撮影の待機をしていたんですよ。対話のシーンの前に。すごいやっぱりそ
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こで追い込まれて、事件があってから初めて隆太郎と対面するっていう
シーンだったので、撮影現場でも柳楽さんとは１週間ぶりの対面というか、
ご本人にもお会いしていなかったので、やっぱりすごく恐怖もあったし、
これぐらいの広い部屋で真っ暗の中１人で２時間待ち、それで演じるって
いう形で、あそこの対話のシーンに向かっていきました。最初はお芝居も
そうなんですけど、もう怖いものにぶつかっていくような感じで、お芝居
どころではなく、結構順調に進んでいた撮影の中では、一番時間のかかっ
たシーンだったので、特に難しかったシーンって挙げるとすれば、やっぱ
り対話のシーンが、吉倉あおい自身としても、はつ実自身もやっぱりしん
どかったかなと思います」
 
写真２　俳優の吉倉あおい氏
学生D　「ありがとうございました。次の質問に移ります。私自身映画を
見て、加害者の隆太郎の心情があまり詳しく表されていなかったように感
じたんですけど、監督はそれに対してどう感じますか？」
金井　「いろんなところでこういうトークセッションみたいなのはやって
きたんですけど、やっぱり加害者側があまり描かれていないというところ
はその都度言われるところはありまして、着稿の段階から言うと、最初は
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隆太郎側の背景も全部描いていて、なんでそういう行為に至った背景と
か、家庭環境はどうだったとか、今どういうふうに過ごしているのかって
いうのも全部脚本に書いて最初柳楽くんに渡したんですけども、ちょっと
進めていくうちに、加害者がそういう、この映画でいう事件を起こしてし
まったその動機を説明しているみたいなことになっていく気がして、そう
いう理由付けみたいになっていってしまったので、そこはあえてばっさり
カットして、見た人に考えてもらうというか、感じてもらうっていう方向
に持ってきました。最初のほうは全部描いてあったんですけど、もう全部
切っちゃって、柳楽くんの背中というか、たたずまいでにじみ出るものに
かけたっていうところです」
学生D　「ありがとうございます」
学生E　「続いての質問に移らせていただきます。監督さんに質問なんで
すが、映画の中のデートのシーン等では、隆太郎は普通の心優しい少年と
思えたんですが、なぜその隆太郎を施設育ち、両親がいない設定にしたの
ですか？また、なぜ主人公のはつ実の設定を母子家庭にしたのですか？」
金井　「映画的なところの設定っていう意味では、やっぱり寂しいという
か、人から愛されていない背景があるっていう設定にしたほうが、最後ま
た隆太郎がはつ実に会いに行くというところが映画の動線なんですけど
も、そういう意味で、孤独というか、孤独を抱えた少年にしておいて、そ
こにはつ実がフッと現れるっていうふうな動線にしたいと思ったので、今
までなかなか愛情を受けていないという設定にしました。
　はつ実を母子家庭にしたのは、はつ実側もそういう心の中に何か孤独を
抱えているっていうふうな設定にしたかったので、お父さんが亡くなった、
亡くなってそこまで時間がたっていない中に、隆太郎という男が出てきて、
そこにひかれるという感情の動線にしたかったので、そういう設定にしま
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した」
学生E　「ありがとうございます。続いて吉倉さんへ質問なんですが、は
つ実自身や、はつ実の家庭環境についてどのように感じて演じていました
か？」
吉倉　「はつ実自身に関して…。実際、私にもかぶるというか、私も母子
家庭で育っていたので、そういう部分は共感できるというか、母子家庭っ
てこういうものなんだっていうのは分かって演じることができたんですけ
ど、はつ実自身に関しては、細かい設定みたいな、役作りみたいなのは一
切やっていなくて、どちらかというと、人ってこうやって言われたらこう
感じるよね、こうやって言うよね、こういうふうな表情するよねっていう
のを一つ一つ台本のせりふからくみ取って、丁寧に演じようっていう心が
けと、あとはもう周りの先輩の役者の皆さんだったり、スタッフの皆さん
だったりに協力していただいて、助けていただいたというのがほとんどな
ので、あまり役作りだったりとか深く考えてっていうよりかは、自分がで
きる範囲の準備をして撮影に挑んだっていう形です」
学生E　「ありがとうございます」
学生F　「これ以降の質問は他のゼミ生から聞いてみたいと思います」
学生G　「映画の中でも、隆太郎が「あなたはきちっと反省してその後の
人生を頑張っていかなきゃいけないよ」と、周りの人から言われるシーン
がありますね。実際少年犯罪に対する法はその加害者の少年を更生させる
ことに重きを置いているのですけど、それに対して少年犯罪に対する対応
は甘いと評価する声も実際社会にはあります。金井監督はそれについては
どのようにお考えですか？」
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金井　「なかなか難しい。僕、法学部だったらより良かったかもしれない
んですけど。やっぱりこの映画を作るときに取材とかもしまして、複雑だ
から多分答えはないんだろうなと思うんですけど、やっぱり一括りには絶
対できないと思うんですよね。少年は少年で括れるのではなくて、その人
の問題になってくるし、そういう意味でその人に、ある犯罪を犯してしまっ
た少年がいたら、その人はどう更生するのかどうかとか。逆に言うと、も
うこの人は更生できないんじゃないかっていう判断もひょっとしたらある
ときには必要かもしれないと思っています。でも更生できないといっても、
社会に貢献という意味ではもしかしたらできるかもしれないとか。そうい
うことも考えられると思うんですよね。まあその人その人というか、難し
いところだと思うんですけど、少年個人、それぞれ別に、対策ができる、
その子にとって一番の答えを見つけられるような仕組みができていればよ
り良いのかなと。でも数も多いと思うので、何かしらくくらないといけな
いところもあると思うんですけど、希望としては個人それぞれ対応できた
らいいなとは思っています」
学生G　「ありがとうございます。吉倉さんにもお伺いしたいんですけど、
演じられてて、隆太郎に対して周りの大人の対応が、はつ実から見たら甘
いなというのは感じましたか？」
吉倉　「そうですね。私も犯罪に関してはお勉強したりとかしてないので、
そこに関してはちょっと難しいなっていう形でしかお答えできないんです
けど、はつ実を演じるに当たって、ある一言がすごくきっかけになって考
えさせられたことがあるんですけど、自分の母に、この役をやることになっ
て一言言われたのは、「自分があなたを産んで母親になって、女の子の母
親になったっていうときに、やっぱり何よりも一番心配したのは、世の中
に出したときに、いろんな人に傷付けられないように育ててあげたいって
思ったって。すごく強くそれを思って、ずーっと今まで育ててきてるし、
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これからもそういう心配はしている」っていうふうに話されたときに、あ
あ、これがお母さんなんだなって、これがお母さんの思いなんだなって思っ
たときに、何時に帰って来るの？　誰と遊んでるの？ってお母さんがそう
いう心配をする意味がやっと分かったんですけど、お母さんに対する思い
みたいなものは考えて、自分で自分の体を守るみたいな、そういう意識は
すごくこの作品とお母さんの言葉をきっかけに考え直すようになりました
ね」
学生G　「ありがとうございます」
学生H　「監督さんと吉倉さんに質問なのですが、先ほどこの映画を上映
したんですけど、映画を見た人に一番伝えたいこと、それぞれあると思う
んですけど、そちらのほう教えてもらえますでしょうか？」
 
写真３　ゲストの３人。撮影当時のエピソードを織り交ぜながら、
　　　　この映画のテーマについて熱く語って頂いた。
金井　「映画としては隆太郎とはつ実の話に一番したかったので、扱って
るテーマは被害者加害者対話ではあるんですけれども、隆太郎とはつ実の
話というふうに、こういう２人がいたんだっていう印象の中に、こういう
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被害者加害者対話とかそういうテーマが盛り込まれているという映画の印
象になったらいいなっていうのはあるんですけど。メッセージとしてはこ
れかなり複雑なテーマではあるので、なかなか映画にはしづらいなと思っ
たのは確かです。しかし、個人的に被害者加害者対話の取り組みを取材に
行ったときに、被害者加害者対話を行ったほうが良いとまでは言えないか
もしれないけれど、少なくともこういう取り組みがあるっていうことがよ
り知られたらいいとも思いましたし、個人的にはやっぱり生きているん
だったら、会って話す機会があるというか。それって人として生きていくっ
ていう意味では、会って話したほうがいいという意味ではなく、会って話
す可能性があるというか、そういうことはすごい伝えられたら良かったな
と思いまして。その可能性がありますよっていうのを伝えられたらいいな
と思って作りました」
吉倉　「やっぱり性犯罪の被害者、女性だったりとかって、大丈夫だよ、
頑張ってとかそういう言葉って多分すごく酷なことだと思って、じゃあ私
はそういう役を演じるに当たって、何を伝えてったらいいのかなっていう
のをすごくこの映画をやる際に考えたんですけど、一歩でも踏み出す勇気
じゃないですけど、でもそういう気持ちみたいな、奮い立たせる、そのス
タートラインに立つ気持ちみたいなものを応援できる映画だったり役にな
れたらいいなっていうふうに思ったので、そういう人にどこか気持ちが届
いたらいいなという思いと、あと個人的には母に対する思いっていうのは
どうか皆さんに伝わったらなっていうか、お母さんてこんなふうに子ども
のことを本当は考えてるんだよっていうのはきっとすごく伝わったと思う
ので、そういう思いは大事に伝わってほしいなと思います」
学生H　「ありがとうございました」
学生I　「先ほど映画を観て気になったんですけども、事件後はつ実のお
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弁当のおかずが全て冷凍食品のように見えたんですが、何か特別な意味は
ありますか？」
金井　「それは初めて言われまして、「よく気付いてくれたな」っていうふ
うに言いたいところなんですけど、気付かれてしまったかなっていう感じ
のほうが正直なところかな。意味づけとしては、もしすごくきれいに言う
んでしたら、“そこでもお母さんは変わってない”というか、こんなに娘
が大変なときに恐らくお弁当のほうに時間は割けないというか、むしろこ
の子を救うために例えば自分が何ができるのか。お母さんとしてよりも、
弁護士としてこの子を守るためにはどうしたらいいのかっていうほうに
いってるっていう意味で、ある意味弁当のほうは手を抜いてるっていうか、
時間をかけてないんだなっていうようなことかなっていうふうに思いまし
たけど。
　実際は映画っていろんなスタッフがいまして、僕が弁当を指示するとき
もあるかもしれないんですけど、今回はこれですって言われて、僕もそれ
を今回思い出したんですけど、「あれ、これ冷凍？」って言ったら、「時間
がないんです」とか「撮ってください」って言われて、「はい」ってことになっ
てしまった、っていうのがすごくリアルなところなんですけど。映画的に
は間違って見えないかなと思いました」
学生I　「ありがとうございました」
学生J　「質問させて頂きたいと思います。本編のラストシーンで、はつ
実が隆太郎に抱きついたというのは、どのような思いが込められていたの
でしょうか。金井監督と吉倉さん、お二方にお聞きしたいと思います。吉
倉さんには、どのように演じられたか。どのような気持ちを込められたか
教えて頂ければと思います」
−294−
平　山　真　理
金井　「吉倉さんからどうぞ」
吉倉　「私から…最後のシーンについては、台本には全く書いてなかった
アドリブです。ていうのは、撮影を進めていく段階で、何度かキスシーン
を入れようかとか、あとはそういう抱きつくシーンみたいな、恋人みたい
なそういうシーンを入れようかっていうのを監督とカメラマンさんが話し
ている姿をよく見ていたんですけど、結果的にいつもそれはないな、とい
う形で、あまり恋人らしいところは、スキンシップみたいなものはあんま
りなかったと思うんですけど、最後抱きついたシーンに関しては、すごく
たまたま夕日も後ろできれいだったっていうのもあって、ここで映画のラ
ストみたいな形で撮ろうっていうので、私もそうですねっていう話をして、
撮ったんですけど、気持ちとしては、なぜレイプされた男の人に、こんな
にも恐怖なのに抱きつけるんだろうって正直私も思ったんですね。
　だけど、結局、撮影順番に進めていく間に気付いたのは、何があっても
好きだったんですよ、多分。私はそうだと思って演じたんですけど。もう
二度ともう会わないって決めたから、最後にだけ自分の好きな思いを伝え
たかったのかなっていう思いで走って抱きついていったっていうのが私の
気持ちで、見た人にどう伝わるかはそれぞれなんですけど、私自身が演じ
た上で思ったことはそういうことかなと思います」
金井　「吉倉さんがほとんど言ってくれたんですけど、脚本にはなくて、
映画ってまあフィクションでもあるので、この映画にとって何が一番強く、
この映画の中で何か一つ見せたいものがもう一つほしいなっていうのはカ
メラマンさんとも話してて、そういう意味でその抱きつくっていうシーン
は吉倉さんに聞いて、『こういうふうにやろうと思ってるんだけど、そう
いう気持ちってある？』って聞いたら『ある』って言ったんで、じゃあ
撮ってみようってところですかね。賛否は絶対あるなっていうのは現場で
も言っていたので、そういう感じで撮りました」
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学生J　「ありがとうございました」
学生K　「ありがとうございました。映画を観てくださった方に、他に何
か質問したいことありましたら挙手でお願いします。映画のことでなくて
も、吉倉さんに女優の仕事の話であったり、そういう監督の仕事であった
り、そういうことでも何でもいいですので、何かありましたら、ぜひ質問
してみてください。何かありますか？」
学生L　「吉倉さんに質問があるんですけれども、襲われたシーンのとき
は、いくら演技だって分かってても、恐怖等はありませんでしたか？」
吉倉　「そうですね。実はどうやってどこから、どんなふうに襲われるか
は聞いてなかったので、本当にレイプ被害にあいに行ってきますという感
じの撮り方っていうか、襲われるのは分かってるのに、どこでどうやって
襲われるのかは分からなくて、それって一番怖いじゃないですか。なので、
何とも言えない気持ちでしたね。普通だったら、どうやって襲われますと
か、そういう説明があったりするのかなっていうのは思うんですけど、そ
れに関しては私もリアルな映画にしたかったし、その後のお芝居にも影響
すると思っていたので、全て監督にお任せして、信頼してやっていたので、
怖いとかそういうふうに言ってられないというか、この映画に覚悟を決め
てやるって思っていたので、あとはもう監督にお任せするっていう形でし
たね。なので怖くてもやるしかないというか、それはもう女優としての気
持ちだと思います」
学生L　「ありがとうございます」
平山　「加藤さんにぜひお聞きしたいのですが、私は「映画プロデュー 
サー」に対して、“すごい偉そうな人”と言うと語弊がありますが、とに
−296−
平　山　真　理
かく“すごい偉い人”っていうイメージがあるんですけど、映画のプロ
デューサーってそもそもどういうことをされるんですか？」
加藤伸崇プロデューサー（以下、加藤）　「映画を作るということに関して
は、まずお金が掛かるんですよね。お金が掛かるということと、今回は原
作があるわけではないので、オリジナルの作品ということなので、監督や
その脚本家をどうしようかというところから、どういう企画で、どういう
意図で、この作品を作る意味だったり、皆さんに届けたいメッセージ、ま
たはどれだけ興業として映画館でいろんな多くの人が入ってくれるかって
いうのを考えて、立ち上げて、人を集めて、お金を集めて、映画を撮っ
て、劇場さんに上映してください、お願いしますとブッキングをして、公
開をして、DVD発売のために、ビデオ販売店に営業に行き、それで最後
はDVD発売しましたという告知をして、最後制作費、お金をどれだけ掛
けたかということと、皆さんの入場料だったり、DVDのレンタル料等で
掛けたお金を回収できたかっていうのを最後は１人で孤独に考えるという
のがお仕事です」
平山　「…大変な職業だってことがよく分かりました」
加藤　「そうなのです。ただまあ、立ち上げてるっていうことと、今回は
原作もないということもあって、本当に0からだったので、監督と吉倉さ
んに出会えて、公開してDVDになって、２年たって、今日のこのような
場があるっていうのが、一つ、感慨深いというか、醍醐味だなあ、と。今
回皆さん初めましてなんですが、見て頂いた方の顔を思い浮かべて作った
わけではないので、今現実としてみなさんの顔を前にしているのがとても
嬉しいと感じています。ですので、辛いことばかりではないって思います」
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平山　「私、この映画すごく好きで、透明感を感じるし、観る度にちょっ
と泣きそうになるような気持ちもあって、きょう吉倉さんに直接話を聞い
て、吉倉さんのすごくしっかりした考えと、持ってる独特の透明感という
のがすごくすてきに映画に表れてるなと改めて思いました。加藤さんにも
う一つだけ聞くとすると、この映画は修復的司法を性犯罪に対して適用で
きるかどうか？という、すごく、一番難しいところをテーマにしてるわけ
ですよね。なぜ敢えてそこを？っていうか、一番難しいところをやろうと
思ったきっかけを教えてもらえたらと思うんですけど」
加藤　「先ほど言ったようにオリジナルの作品なので、結構多くの取材を
監督等としました。その中で、実際に社会にはデートレイプという問題が
とても多いと知りました。知り合いだったり、彼氏彼女だったりという中
での事件というのが多いというのを聞きつつ、もう絶対に許せないけど、
好きだったけど、会いたくて話したかったんだけど、もう会わないって決
めて会いに行く…。どっかで次に会ったら「無視してほしい」っていう約
束をするというのが、すごく人間的な解決方法だったというのを、実際に
被害者加害者対話をやられたエピソードとして聞きました。映画のような
形ではないんですが。
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　そのエピソードをすごくドラマチックだな感じたっていうことがありま
す。また、性犯罪にしたっていうのは、隆太郎、この青年がやったことっ
ていうのは絶対に何があっても、どんな理由があっても許されない行為だ
ということは絶対にあるというのが当然ですが、会って話をしたいってい
う動機の背景に「元は好きだった」とか、「どんなことを思って私を襲っ
たのか聞いてみたい」とか、お互いが未来の次の一歩を踏み出したいって
いうふうに思うために必要なことなのではないか、と考えて、男女の話に
したかったっていうのがありますね。傷害事件とかに比べて、ある意味も
しかしたら性犯罪のほうがとても身近なんじゃないかなっていう思いもあ
りました。あと、被害にあった女性はやっぱり声を上げにくいっていうの
がどうしてもあるのかなということも考えて、テーマを性犯罪にしましょ
う、という話をしたと思います。一番最初は全然違う事件をテーマにしよ
うかと話していましたもんね。筆箱を盗んじゃうみたいな話でしたっけ？」
金井　「そうです」
加藤　「引っ越し屋で、筆箱を盗んで、その子がみんなの一家庭一家庭に
謝りに行くみたいな話だったんですよね。一番最初。それがどういうわけ
かこうなったんですよね」
金井　「そうです」
加藤　「希望を描きたいというのはとてもあったので、それで何かこう傷
付いたことがあっても、0から１に戻るというか、スタートラインからゴー
ルするっていう目標ではなくて、できなかったことのスタートラインに立
つっていうことを希望として描くっていうことで、はつ実が陸上部なんで
すね。っていうのがあったんで、そこを描きたいっていうことですかね。
といった感じです」
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学生C　「他に、何か質問ある方いらっしゃいますか」
学生M　「質問させて頂きます。私はこの映画で吉倉さんと柳楽さんが２
人で陸上のトラック競技場で走るシーンがすごい好きなんです。金井監督
と加藤さんにお聞きしたいんですけれども、主演の２人を吉倉さんと柳楽
さんっていうふうに決めたきっかけといいますか、なぜこの２人にしよう
と思ったのか、ぜひ教えてください」
金井　「普通なかなか撮れない企画なのです。でも企画を通すときに、こ
の企画を誰でやったらいいのかっていうところで、まずその事務所に柳楽
くんがいたので、そしたら柳楽くん出てほしいなっていうところでまず柳
楽くんに決まりました。そして女優を探すとき、新人の女優さんを使いた
いなというのがありまして、何人かと会ったりはしたんですけど、最終的
に吉倉さんが一番脚本に共感してくれたというか、『ボロボロになっても
やりたい』と言ってくれたので、吉倉さんにかけようと。そういうところ
でこの２人に決めました」
加藤　「僕は吉倉さんのプロフィールの特技に“中距離”って書いてあっ
たんで、走れんだなと思って。だから、学生のみなさんも就活でエントリー
シートには絶対いろいろ書いといたほうがいいと思います」
一同笑い
吉倉　「そんな理由だったんですか!?」
加藤　「走るさまが格好悪いと格好悪いじゃないですか。でも会ったら吉
倉さんもそんな得意でもないんですよね…」
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吉倉　「実はそんなに得意じゃないです。趣味も特技もあんまりないので、
取りあえずまだできることを書いたのです」
加藤　「中距離っていうのが、「やってた感」があったんですよね。この人
走るのが好きなんだ、ぐらいに。なので、「やってた感」出して応募書類
でもなんでも書いたほうがいいと思いますよ。
学生C　「ありがとうございます。他に学生で何か質問したいことある方
いますか」
学生N　「監督さんに質問なんですが、映画の撮り方は、普通の映画だと
日にちとか関係なくバラバラでいろんなシーンを撮影するのですが、この
映画では全部通しで撮ったと聞いたんですが、それには何か意味があった
のかとか聞きたいと思って質問しました」
金井　「映画制作ってすごい時間がないので、あと役者さんのスケジュー
ルとかもなかなか取れなかったりするので、本当に究極のやり方　もしこ
の場所で最初のシーンとラストシーンがこの映画にあったら、１日で撮る
　とかになっちゃったりして。そういうことが多いので、今回は吉倉さん
の気持ちをリアルに撮っていきたいなというところから、順撮りって時間
がかかっちゃうのですが、そうしました。でも何とかみんなで頑張ろうっ
ていうところで、順撮りを決めたっていうのと、少なくとも事件の前と後
ではどうやっても芝居という感情って作りづらいと思うので、そこは絶対
分けようというところで、製作チームがこれを絶対良い映画にしようと
思ってくれて、現地の茨城県の筑西市っていうところで撮ったんですけど、
そういう地元の人の助けもあって、13日間で撮ったんですけど、ほぼ順撮
りというか、シーン１から順に撮っていけた。ほぼ今の映画界にはないよ
うな撮影体制でできました」
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学生C　「ありがとうございます。今撮影場所が茨城県の筑西市というこ
とだったんですけど、私の地元がまさにそこなのですけど、撮影場所だっ
た県西公園もよく行っていた所で、最寄り駅も下館駅。徒歩10分のところ
なので、すごく親近感が湧いたというか」
吉倉　「すごい！」
学生C　「そこの場所に決めた理由とかは何かあったんですか？」
金井　「撮影場所を探していたときに、フィルムコミッションという、よ
く映画の撮影で協力してくれる団体があって、そこにこういう映画を撮り
たいんですって発注するとそういうロケーション探してくれたりするサー
ビスがあるんですけど、筑西市がそれが立ち上がったばっかりで熱がある
と。ぜひ筑西市で撮ってほしいという話を聞いたので、そこにまず伺った
ときに、これも陸上の話ですし、公園とかもあるし、僕も埼玉の出身なの
で、ああいう見慣れた風景でなんか一本撮りたいなと思ったので、筑西市
にしました」
学生C　「ありがとうございます」
金井　「あと、途中マジシャンが出てくるんですけど、筑西出身にマギー
審司さんがいらっしゃいましたっけ？」
加藤　「お父さんのほうですね」
金井　「お父さんのほうに出てほしいなっていうのもあったんですけど、
まあそれはかなわず、違うマジシャンのおじさんが来たっていうことに。
そんなエピソードもありました」
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学生C　「ありがとうございます。他に何か聞きたいことがある方？」
学生O　「質問失礼いたします。私も筑西市出身でして、高校も本当に撮
影地の近くの高校に通ってたりして、すごいなじみがあるとこなんですね。
実際筑西市行ってみて、どうでしたか？」
金井　「筑波山はすごいきれいだなって。あと使わせて頂いた校舎、あれ
は中学校なんですけど、すごいきれいなのに公立っていうところにびっく
りして。あとグラウンドがすごい広くて、「東洋一」って言われてたって
聞いて、「東洋一」ってどれくらいなのかなっていうのも。でも何気ない
風景とかがすごいきれいに見えたりもしたので。地域の人々はお家も貸し
てくださったりとか、炊き出しもしてくださったりとか、すごい助けてい
ただいたなと、良いところだなと思いました」
学生P　「質問失礼します。映画のテーマは性に関してすごい敏感なもの
でしたよね。劇中でお風呂に入ってはつ実やはつ実の友だちの真理が肌を
見せるシーンがあったのですが、そのシーンには何か意味があったので
しょうか？」
金井　「映像というか、映画的な意味、シーンの印象としてはどんどんは
つ実が心を整えていくというか、良い意味できれいになっていくって感じ
で、まず川にボシャンって入ってビショビショになって、でも親友がずっ
とそばにいてくれる。それは映画だけじゃなくてすごい大事なことだと思
うんですけど、誰か自分のことを見ていてくれるというか、助けるってい
うことではなくただそばにいてくれる人っていう存在すごい、家族とかも
そうだと思うんですけど、大事だと思っていて、２人でお風呂に入ってあ
る意味浄化されて心を整えて、いざ最初のまずお母さんと対決して、そこ
から隆太郎に会いに行くっていうふうにしたかったので、いったんリセッ
修復的司法とデート・レイプを論じる
−303−
トという意味でお風呂のシーンを入れました」
学生P　「ありがとうございます」
学生C　「他に何かありますか」
学生Q　「金井監督に質問なんですけど、映画のシーンで吉倉さんが襲わ
れた後、彼女が道を１人でとぼとぼと歩くシーンがありますよね。その後
ろから車みたいなのが吉倉さんを照らしてて、その次のシーンでは吉倉さ
んが家について、その時には服が整ってた気がしたんですね。そのシーンっ
てどういう意味があるのかなと思って、お聞きしたいです」
金井　「あそこはちょっと誤解されてるというか、言ってしまえばうまく
いかなかったシーンなんですけど、意味としては、街中を、あんなにひど
い目に遭ったのに１人で歩いて帰らなきゃいけない姿っていうのを客観的
に映したくて、そういう意味で通りすがりの車から見えたはつ実っていう
だけのシーンにしたかったんです。それを車内から撮ろうって助監督から
アイデアが出てきて、それ確かに印象的になっていいかなと思ったんです
けど、ちょっと意味が誤解されやすくなっちゃったかなと。他の人の意見
として、車に乗って帰ったのかっていう人もいましたし、その次が家の前
になってしまうので。服が整ってたのは個人的には歩いてるときに直した
だろうとか思ったんですけど」
吉倉　「私はお母さんに会うから」
金井　「お母さんに会うから、一応ある意味、被害についてばれないよう
に。絶対ばれちゃうけど。あそこはちょっと独特なシーンになっちゃった
かなって感じです」
−304−
平　山　真　理
学生C　「何か他に聞きたいことがある方？」
学生R　「何かの本に書いてありましたが、女の人が性犯罪に遭った後っ
て露出とかがすごく少なくなるっていうのを確か読んだ気がします。性犯
罪被害後の被害者の描き方として、性犯罪特有というか、そういう意味で
演出として気を付けたこととか何かありますでしょうか？」
金井　「キャラクターとしては、はつ実は被害にあっても、何事もなかっ
たようにしたい、そういうように見せようとするだろうと描こうと思った
ので、なるべく『何もなかったようにしたい』っていう思いが表現される
ように、脚本的にはそういうふうに描きました。それでもやっぱり耐えき
れなくなってしまうっていうところを描きたかったので。あとは嘘にした
くなかったので、それこそ全体的に一括りにすると“性被害に遭ってし
まった女の子”になってしまうかもしれないんですけど、やっぱりはつ実
がどうだったのかっていうところをちゃんと描いていきたいなと思ったの
です。質問にあったような“よくこういう傾向になりがち”っていうとこ
ろも一応調べはしたんですけども、現場ではつ実がどう思うかとかどうい
う表情をしてるか、に合わせてカメラを回していきました」
学生R　「ありがとうございました」
学生C　「他に何か聞きたいことがある方はいますか」
加藤　「ちょっと僕自身興味あるのが、隆太郎と最後の対面しに行くシー
ンについて、女性に聞きたいなと思うんですけど。自分だったらどうする
のかなというのを考えてほしいなと思うんですけど、隆太郎に会いに行く
ときに、はつ実はリップを着けるんですよね（筆写注２）。着けて、それ
をお母さんが気付くんでしたっけ？」
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吉倉　「気付きます」
加藤　「朝加さん演じるお母さんが、部屋に入ってきて、あっ、て見るん
です。はつ実を。あの部分の脚本は金井さんが書いたんでしたっけ？」
金井　「そう」
加藤　「僕も脚本を読んで、リップ付けるんだ！と思ったんですよ。すご
いこと考えるなと思いつつ、このシーンは金井色がよく表れているところ
でもあるんですけれど。みなさんはこのシーンのはつ実の気持ちをどう思
うのかなっていうのは、すごく知ってみたいと思います」
学生C　「ありがとうございます。他に何か質問ある方いらっしゃいます
か」
学生S　「映画に関係ない質問なんですが、今は映画関係という職に就い
ておられるんですが、もし映画関係の仕事に就いていないとしたら、今は
どういう職業に就いてるのかなと気になりました」
加藤　「僕ももともと映画関係の仕事をやりたいっていうふうに最初から
思っていたわけではなくて、大学も全然違う国際関係学部っていうところ
で、結局なんかよく分からないまま終わり、このまま就職してもなあ…み
たいなことになって取りあえず映像の大学院に行ったんですよね。ものを
作るっていうのが好きだったので、あと工事現場を見るとか、プラモデル
を作るとか、そういうの好きだったので、ドラマとかそういうの、あとテ
レビを見るってのは好きだったので、やりたいなと思っていて、最初CM
製作のADさんみたいな仕事して、転職して映画のプロデューサーになっ
たという感じなので、でも家具屋かパン屋はやりたいと思ってました。で
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もパン屋は朝早いんですよね。無理だなあと思って。そんなとこです」
金井　「僕は小学校のときから映像に興味があったので、CMとかテレビ
番組を作りたいなと思ってたかもしれないですね。それで高校が『ウォー
ターボーイズ』っていう映画の題材になった高校だったので、なんか映画っ
て面白いなって思いながら大学でドキュメンタリーというまた違うジャン
ルのサークルに入ってて、いろんな人に取材行ったりとか、いろんなドキュ
メンタリー作家さんと会って、ドキュメンタリーのほうがやっぱりすごい
時間がかかり、一番映像としては強いと僕は思うんですけど、２年も３年
もかかってからカメラ回すみたいなのがあったりして、そうするとこれ食
べていけないなというところから、フィクションのほうやってみようとい
うところで映画の道に入ったので、映画やってなくても多分映像に関わる
仕事をしてたかなって思います」
吉倉　「私も女優してなかったら何になってたんですかね」
金井　「スカウトですか？」
吉倉　「そうなんです。この業界に入ったのはスカウトをしてもらって、
入って、ちょうど今年で10年経ちます。今年で21歳になるんですけど、11
歳からこの仕事をやってるので、何になってたんだろうって考えたことも
ないくらい小さいときからこのお仕事してます。でもちっちゃいときから
テレビに出るのがすごい夢だったので、何になりたいと聞かれれば、やは
り芸能人になりたかったです」
金井　「かないましたね」
吉倉　「はい。そうですね」
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学生C　「他に何か質問ある方いらっしゃいますか」
平山　「私、映画ファンとして３人に聞きたいのですが、映画は最近DVD
でも観られるし、ネット配信とかもあるし、必ずしも映画館に行かなくて
もいい時代になってしまったのかもしれないですけど、でもいち映画ファ
ンとしては、やっぱり映画館で観る映画って素晴らしいものだと思うので
す。そこで、皆さんにとっての映画とは何か、３人の方に一言ずつ教えて
いただけたらなと思うんですけど、お願いします」
吉倉　「私も『ゆるせない、逢いたい』っていう作品に出会って、それがきっ
かけで映画をよく観るようになって、今年は恐らく100本くらい観ていま
す。なので、映画とはと言うと、自分が経験できない人生をさせてくれる
というか、自分一人で歩んでいく人生ってまあ一つしかないというか、そ
の人生なんですけど、他の映画を作品とかを見ると、なんかいろんな人生
経験した気持ちになるっていうか、こんな人もいるんだ、こんな経験して
る人もいるんだ、世界にはこんなことがあったりするんだっていうすごい
人生の経験になっていって、私は女優のお仕事とモデルのお仕事をしてい
る中でもすごく役にたつことがたくさんあったり、人の気持ちを演じてい
るので、人の気持ちを理解するきっかけになったりとかするので、本当に
よく映画を見てます。なので、映画とは人生だなと思っています。監督は
どうですか？」
金井　「初めて聞かれる質問ですね。映画とは…。観る側にたって言うと、
僕は映画ってやっぱこうスクリーンに映像映ってるだけなので、でもそれ
を観て感じることはいっぱいありますね。映画って歴史がそんなにあるわ
けではなくて、文学とかに比べ、絵画とかに比べたらすごい最近の文化な
ので、この時代に生まれてきて良かったなっていうのは思いましたね。一
つのスクリーンを今の状態のようにみんなで観て、映画ってやっぱり一番
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不思議なのは絶対感想は一人一人違うっていう。絶対合わないので、そこ
は一番面白いところだなっていう。なかなかそういうものって少ないん
じゃない。同じ映像を観て、感じることは人それぞれで、大きいところも
細かいところも一人一人絶対違う感想があるので、だから映画とは大変だ
なっていう感じ。もう少し時間をくれますか。意見をまとめたいので」
加藤　「映画とは…。無駄を省いたりとかっていうことが重要な時代に今
はなってると思うんですけど、とにかく無駄の集まりなんですよね、映画っ
て。時間もかかるし、お金も掛かるし、関わる人がとにかく多いんです。
作るまでもとても人がいっぱい関わりますし、そのご縁でこの映画の制作
の過程で平山先生にもお会いして、脚本作るときの取材の紹介頂いたりと
かっていうこともりました。映画ってとにかく時間とお金と掛かるんです
が、逆を言うと、ものすごい出会いがあるんですね。全く普段の生活の中
で会わない人に会うっていうことがあったりするので。無駄だし、観る側
も生きてく上で映画必要じゃないですよね。食べられて住めて、服を着れ
ば生きていける中で、文化として残っていてということもあるので、この
仕事をやって思うんですけども、一歩二歩先まで考えてみるっていうこと
を映画はすごくさせてくれるなと思って。見て終わりっていうパターンと、
見て面白かったな、つまんなかったなっていうのが１個目だと思うんです
けど、じゃあ私なんでこの映画に1800円払ったんだろうとか、なんでこの
映画全然私に響かなかったのかなとかってちょっと考えるのにちょうどい
いものだと思います。２時間で終わるんで。
　そうしていくと、今日、私なんでこの場に足を運んで来たんだろう、と。
理由は色々あるのかもしれないですけど、もしかしたらその中に自分の本
当に興味あることとかっていうのが分かる、すごい一番身近で一番考えら
れるというかっていうのが映画の魅力かなと思うので、結構無駄にする時
間という思いで行ってみてくださいというのかな。劇場に。というぐらい
の大きい気持ちで見てもらえると。今回みたいに作ってるほうとしては
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すっごいいろんな困難を乗り越えて作ってるんですよ。公開して皆さんの
目に届くまでに、本当に皆さん多分想像してる以上に熱い人たちが、公開
するまでにいるので、何かしら完成して映像としてかかったっていうこと
は、何かしらの熱があるので一本としてある意味損はないんじゃないかな
という気がするというのが映画ですかね、と思います。じゃあ、まとめを
監督にお願いします」
金井　「プロフェッショナル風に言うと、映画は写真だなと思いまして、
昔の監督は映画のこと写真って呼んでるんですけども、例えば１枚の写真
があって、もし自分が映っていたら撮られたときの気持ちになるし、撮っ
た側だったら撮ったときの気持ちになるし、もし自分に似てる人がいたら、
また感じるところがあるだろうし、１枚の写真っていうところから自分が
感じることっていうのはすごいあると思うので、映画っていうのはその写
真の連続かなと。実際にフィルムの時代は1秒間に24枚の写真がずっと流
れてるようなことなので、そういう意味では１秒間に24枚の写真を撮って
いるものが映画かなと思いました」
吉倉　「３人それぞれですね。映画とは」
平山　「ありがとうございました。もう一回会場に聞いてみます」
比山節男（本学法科大学院教員）　「私ここにいる皆さんの大体３倍ぐらい
の年月の人生を生きている人間で、今日の映画を観るまでは、監督さんを
存じ上げなかったので、37～38歳ぐらいの人が撮っているのかなと思って
いましたが、随分お若くて大したもんだっていうふうに、良い映画作って
るな、と感じました。それに、質問してる学生諸君の質問もなかなか中身
に入った良い質問をしているなというふうに感じましたね。
　先ほど、映画とはみたいな話になっていたので、それに関係してちょっ
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とだけもう一言発言させて頂きたいと思います。つい１週間ほど前でした
か、70何歳の人が14歳の少女を強姦したということで有罪判決を受けた事
件について再審開始決定がなされたというニュースがありましたね（筆者
注３）。そのことに限らず、結局、今日の映画の中で少年に対する審判で
処分を言い渡していた判事の「しっかりこれから頑張りなさい」と言った
発言にしろ、弁護士をしていた被害者のお母さんの発言を見てもですね、
この授業では出席している学生さんも法学部の学生さんが一番多いのかも
しれないけど、法制度だけではやはり人間は救われないんですよね。法制
度だけでは救えないし、先ほどプロデューサーの方も言っておられたけど、
無駄なものを廃するような、そういう効率化を目指す社会になってきてい
るのだけれど、そういう中で最後はやっぱり弁護士とか法制度とか少年審
判の判事じゃなくて、生身の本人たちが話し合うっていうか、気持ちを出
すところがないと、きっとそれやらないと人間は救われないような感じが
しています。
　そういうことって、今の世の中の、この映画だけのことじゃなくて全体
を表しているように私は思っているんです。そういう意味でも、失礼です
けどどこまでみなさんが自覚されて映画を制作しておられるのか分からな
いけど、ぜひこういう映画を、難しいところはあるのでしょうが、作り続
けていって頂きたいなというように思いました。そして、法制度というの
は、大体大したことできないっていうか、良くないこともしてきていると
思われる中で、さっき平山先生の発言の中にもあった、修復的司法の具体
的な場を作って、審判直後の場面ですが、被害者のお母さんの意見だけで
終わっていたらきっと人間救われていないのに、修復的司法の場面があっ
て、気持ちをぶつけあって、『これから会わない』っていう約束をしてし
まうのは少し寂しいのですが、でも救われた感じのシーンに最後にはなり
ましたね。そういう修復的司法の場っていうのはやっぱり法律というか法
学部で学ぶべきテリトリーですが、そういう提案までもちゃんと映画の中
でしてくれて、なかなか今日は、まあ失礼な言い方ですけど、若い人にし
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ては偉く立派な作品を作っておられるな、勉強させられたなと感じました。
そういうものを観させて頂いて、お礼の言葉を申し上げたいなというふう
に思います。どうもありがとうございました」
金井　「ありがとうございます」
平山　「もうそろそろ時間ですかね。では最後に、今後のことや次回作に
ついて聞いてみたいと思います」
金井　「また来月に撮影をしようとしている映画の今準備をしてまして、
大きい規模とかでは全然ないんですけど、法律に関わるこういう映画では
全然ないんですけど、登場してくる人物の葛藤というか気持ちの揺れ動き
をすごい描きたいなとずっと映画では思っているので、また来月撮影して、
感動していただけるような作品をこれからも作り続けていこうと思ってい
ますし、来月撮る作品もまたどこかで公開していただけると思うので、ぜ
ひ見にきて頂けると、せっかく『ゆるせない、逢いたい』良かったのに駄
目だったなとか、いやもっと新作のほうがいいなとか、いろいろここに集
まった人たちとかで見に来ていただいて、ああだこうだ言っていただい
て、またこういう上映してお話しできる機会とかあればいいなというふう
に思っていますので、ぜひ今後ともよろしくお願いします」
吉倉　「色々なお仕事を頑張っているんですけど、『ゆるせない、逢いたい』
をやる前からずっと女性として何かメッセージを伝える役柄をやってみた
いとずっと思っていて、それが漠然としたものだったんですけど、『ゆる
せない、逢いたい』の脚本を頂いたときに、私がやってみたかったのはこ
れだって思って、監督にも「この脚本にすごく感動したのでぜひ私にやら
せてください。頑張らせてください」ってお話ししたのがきっかけではつ
実もやらせていただいたんですけど、それからやっぱり女性として表現で
−312−
平　山　真　理
きることをっていうのが自分の中で女優としてもモデルとしてもテーマと
いうか目標としてやっています。これからもどの作品でも皆さん女性が何
か勇気をもらったり、こういう洋服かわいいな、こういうメイク私もして
みたいなとか、そういうものが伝わったら私のお仕事すごく幸せだなって
思います」
加藤　「先ほど比山先生から嬉しい言葉を頂いて、テーマでもある、会っ
て話すっていうことが何か産むかもしれないというのは本当にこの仕事を
していても思います。ちょっと伝わり方が違ってきたり、想像とは全然違
う答えが返ってきたりしていくこともありますが、やっぱり会って話すっ
ていうのは大事にしたいなというふうに思っていて、きょうも皆さんにお
会いできて、お話しできたので、多分10年後とか20年後とかに、この教室
で見たあの監督年取ったなみたいな感じで急に思い出すときが来ると思い
ます。そういうときが実は僕らもすごく嬉しい瞬間だったりするので、引
き続き、メッセージのある、思いのこもった映画というのを作っていくよ
う、お金だったり、周りの意見を調整しながらやっていく仕事をこれから
もして頂きたいなと思っております。
　あとは、久しぶりに会ってない友達に連絡してみたり、お母さんに連絡
してみたり。みなさんの中には１人暮らしの方も多いということだったの
で、そういうことをこの映画を観て思ってくれると嬉しいなと思います。
僕も大学行ってたんですけど、大学卒業すると大学の友達ってなかなか会
わないんですよね。ですけど、この業界で、大学の友達からずーっと続い
て、監督と脚本家でタッグを組んでるとか、全然違う企業に就職したんだ
けど、大学のゼミが一緒で、『お前映画撮ってんの？じゃあ俺ちょっと会
社からお金出せるように言ってみるよ』みたいなこともあるんですね。全
然関係ないところでも。ですから今の出会いを大事にしながら頑張って頂
きたいなというふうに、なんか急に上から目線になってすいませんが、そ
う思います。ありがとうございます」
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学生C　「ありがとうございました。みなさん、もう一度大きな拍手をお
願いします」
一同大きな拍手
おわりに
　多忙なスケジュールの中、この特別講義にゲスト・スピーカーとして参
加下さった、金井純一氏、吉倉あおい氏、加藤伸崇氏に感謝したい。教科
書や本だけで学ぶのとはまた違った新鮮さで、学生は性犯罪の被害や加害、
そして修復的司法の可能性について学ぶことができたと思う。
　実際には性犯罪のケースで被害者加害者の対面を試みることは被害者の
二次被害のおそれ等、大きな危険が伴うことも事実である。筆者も性犯罪
事件で修復的司法を適用することには懐疑的である。しかし、例えばこの
映画のように、デート・レイプの問題が起きてしまったカップルの双方が
対面をすることに合意し、「自分がどれだけ傷ついたか加害者に知ってほ
しい」という被害者の思いや、「会ってきちんと謝りたい」などの加害者
の思いがあるのであれば、修復的司法を選択肢の一つとすることには意義
があるかもしれない。しかし対面までの準備段階から被害者に対するケア
が強く求めれるし、実際の対面の場でも被害者の二次被害を防止する対策
が必要不可欠である。
　当日は、筆者のゼミ生以外にも多くの法学部生や、他学部の学生、また
学外からも実務家や市民の方々も参加下さった。今回のテーマは、社会が
犯罪の被害や加害の事後問題にどう向き合っていくのか、ということに結
局は行き着く。その意味でも専門領域を超えてさまざまな立場の人がディ
スカッションに参加して下さり、よかったと思う。また、講師の方々には、
講演のテーマを超えて、好きなことを仕事にすることについても熱く語っ
て頂けた。学生にとっては、年齢の近い人たちが第一線で活躍しているこ
とを目の当たりにできたのも、よい刺激になったのではないか。
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平　山　真　理
　本特別講義ではその実施にあたり、本学の「特別講師（ゲスト・スピー
カー）制度」を利用した。学生に対する教育効果は非常に大きいと思われ
るので、今後もこの制度を活用したい。また、本報告書で掲載した写真は
すべて、本学広報部の方に撮影頂いたものである。
〈筆者注〉
筆者注１：この映画で加害者の隆太郎を演じたのは俳優の柳楽 優弥氏は
2004年「だれも知らない」（是枝裕和監督）に主演し、史上最
年少の14歳でカンヌ主演男優賞を受賞した。
筆者注２：映画の終盤で、はつ美が隆太郎との間で修復的司法（被害者加
害者対話）プログラムに臨むために出かける前に、自分の部屋
で鏡に向かってリップを塗る。はつ美がメイクをしていること
に気が付いた母親が複雑な表情を見せる。「元恋人としての隆
太郎」と「加害者としての隆太郎」との間で揺れ動く被害者の
複雑な感情とそれを目のあたりにした母親の戸惑いを描いた印
象的なシーンである。
筆者注３：2004年と2008年に事件当時10代の被害者に対し強制わいせつと
強姦をしたとして2009年に大阪地裁で有罪判決を受け、約３年
半服役していた70代の男性の再審請求が認められ、2015年10月
16日大阪地裁は再審公判でこの男性に対して無罪判決を言い渡
した。被害女性が「被害はうそ」であったと弁護人に告白した
ことや、当時の被害女性の診察記録から性的被害の痕跡がな
かったことなどから、再審では検察側が無罪判決を求めた。男
性は大阪府と国に国賠訴訟を起こしている。（2016年１月末現
在）
修復的司法とデート・レイプを論じる
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 映画「ゆるせない、逢いたい」上映会＆トークセッション
 学生からの14の質問
①映画のタイトル「ゆるせない、逢いたい」はなぜ“会いたい”では
なく“逢いたい”なのか。また、なぜ“ゆるせない”はひらがなな
のか。
②監督の方から出演者の方々に対して、実演する際に何か言ったこと
はあるか。（どのように演技してほしかったか。）
　吉倉さんへ：演じた時にとくに難しかったシーンはどこか。
③監督が出演者を選んだ際に何を基準に選んだのか。また、何を重視
して選んだのか。
　吉倉さんへ：主人公に選ばれてどう思いましたか。
④加害者の少年は、なぜはつ実と話し合いの場を持たずに暴力に走っ
てしまったという設定にしたのですか。
⑤（映画を観て）加害者の少年側の心情があまり詳しく表されていな
かったように私は感じたが、監督はそれに対してどう思いますか。
⑥映画の中のデートのシーン等では、隆太郎は普通の心優しい少年と
思えたが、なぜ少年を施設育ち（両親がいない）設定にしたのです
か。また、なぜ主人公のはつ実の設定を、母子家庭にしたのですか。
　吉倉さんへ：はつ実自身やはつ実の家庭環境についてどのように感
じて演じましたか？
⑦少年犯罪に対する対応は甘いと評価する声も社会にはあります。金
井監督はどのように思いますか？吉倉さんはいかがですか？
⑧少年がまた同じような状況になったときに、再犯するおそれはない
のでしょうか？金井監督は隆太朗の将来についてどのように考えて
いますか？
⑨デートレイプやデートＤＶの被害を防ぐためには、どういった取り
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組みが必要だと思いますか？金井監督、吉倉さんの両方にお聞きし
たいです。
⑩この映画に対するどのような評価を受け、どのように感じたか、聞
かせて下さい。また海外と日本国内では評価に違いはありました
か？
⑪事件後、はつ実のお弁当のおかずが全て冷凍食品だったことに意味
はあるのでしょうか？
⑫出演者の心情の変化などを表現するうえで、苦労したことはありま
すか？金井監督と吉倉さん両方にお聞きします。
⑬映画を見た人に一番伝えたいことは何でしょうか？金井監督と吉倉
さん両方に聞きたいです。
⑭ラストシーンではつ実が隆太郎に抱きついたのはどんな思いがあっ
たのでしょうか。金井監督と吉倉さん両方にお聞きします。
（本学法学部准教授）
